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第２期別海町まち・ひと・しごと創生総合戦略（原案）に寄せられた意見に対する別海町

の考え方について 

 

令和元年１２月１０日から令和２年１月８日まで、第２期別海町まち・ひと・しごと創生総合戦略（原

案）に係るパブリックコメントを実施したところ、２個人、１法人、２０件のご意見・ご提案をいただ

きました。 

寄せられたご意見等を公表するとともに町の考え方を示します。 

なお、提出されましたご意見等については、原文を尊重し掲載しておりますことを申し添えます。 

 

№ 提出された意見 町の考え方 所管課 

１ 

光回線が利用できるようにな

れば、便利だと思います。 

利用の実現が難しいことは想

像できますが、今後地域に人を

留まらせる、呼び込む（移住、観

光を含め）には、不可欠になって

くる事柄の様に思います。 

基本目標Ⅳ「時代に合った地域をつくり、

安心なくらしを守る」（P26）の現状と課題に

記述のとおり、本町の高速無線環境に不便を

感じている町民の方々もいることから、課題

解決に向けた取組みが必要であると考えて

います。 

具体的な施策として、町の通信環境の方向

性を示すための基本構想の策定を進めると

ともに、現在、令和元年度に新たに公表され

た国の補助金を活用した光回線の整備、フレ

ッツ光サービスのエリア拡大に向け、NTT

東日本等関係団体と協議を進めています。 

総務課 

２ 

０歳児からの保育、託児等の充

実。 

酪農などの特殊な時間で仕事を

する人たちが、小さな赤ちゃん

を預けて仕事できる環境があれ

ば助かると思います。 

祖父母などを頼るという方法も

限界がありますし、新規就農の

方はそもそも無理なので・・・。 

早朝から赤ちゃんを家にそっと

１人残して来て、ずっと大泣き

させてしまったこともありま

す。他の方からもよく聞く話で

す。 

また、小さな赤ちゃんを寒い中、

衛生的とは言えない環境に早朝

から連れて行くのも心苦しいで

す。私自身、良い方法が見つから

ないか、早く良い方向に改善で

きなかと考える日々です。 

 

 

新規就農者等酪農従事者が、乳児等お子さ

んの預かりを希望されているとのご意見を

うかがっていることから、どのような支援体

制整備が可能であるかなどについて、農業協

同組合担当者、町福祉部署・農業関係部署職

員により課題の共有、解決に向けそれぞれの

立場での役割を含めた意見交換を進めてい

るところです。 

現状、事業の実施には至っていませんが、

今後も関係部署・機関において、このような

町民の皆さんのご意見を参考とさせていた

だくとともに、地域の実態把握に努め、真に

必要で継続可能な支援策の協議を進めてい

きます。 

福祉課 
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３ 

第１章について 

策定の趣旨の中に「特に人口減

少問題を発端とする諸問題への

対応を主な目的とする」という

記載があります。人口減少が別

海町にどのような影響を与える

のかという「諸問題」に対する具

体的な記載が見当たりません。

是非、総合計画に通底する概念

として、どのような「諸問題」が

懸念されるのかをより具体的に

書き加えていただけますと総合

計画がより具体性を持ち、ひい

ては町民の参画に繋がるのでは

ないかと愚考いたします。 

「特に人口減少問題を発端とする諸問題」

として、就業者や担い手の確保が困難になる

こと、少子化に伴う児童・生徒数の減少によ

り学級数の維持が困難になること、高齢化に

よる要支援・要介護者の増加が見込まれるこ

となどがあげられますので、総合戦略への記

載について検討します。 

総合政策課 

４ 

第２章について 

昨年末には国内の出生数が推計

より２年早く 90 万人を割るこ

とが発表されました。また別海

町においても将来人口推計の

「別海町人口ビジョン」で示さ

れた推計値 9,935 人目標値

11,500人と、新たな推計値7,656

人との間に、大きな乖離が生じ

ていることが第２章において明

らかにされています。「第１期別

海町まち・ひと・しごと創生総合

戦略」において取り組まれた４

つの基本方針に基づく施策が、

残念ながら奏功したとは言い難

い結果が明らかになったと言え

ます。 

① しかしながら第２章におい

ては推計が下ぶれしたことを受

け、新たに推計を行う旨の記載

がありますが、「第１期別海町ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」

の効果がどれくらい影響してい

るのかの観点で為された検証・

評価の記載がありません。第３

章以降は「第２期別海町まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」におけ

る基本方針の記載へと移ってい

くことを考慮いたしますと、「第

１期別海町まち・ひと・しごと創

生総合戦略」の効果検証につい

ての言及がこの第２章において

為されなければ、第３章以降の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１期総合戦略の検証については、別海町

まち・ひと・しごと創生総合戦略検討推進委

員会での意見等をいただき、毎年度検証作業

を行っているところです。 

また、これまで取り組んできた新規就農者

の確保や子育て・福祉施策の効果も人口減の

抑制には一定程度の効果があったと考えて

います。これまでの施策の効果を定量的に検

証できるものについては、総合戦略の新たな

施策に生かしていきたいと考えています。 

なお、第２期総合戦略内に第１期総合戦略

の効果検証について記載することは考えて

いませんが、第１期総合戦略の評価・検証等

については、ホームページでも公開していま

すので、ご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合政策課 
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計画そのものへの妥当性が薄く

なってしまうことを懸念いたし

ます。人口減少を追認するだけ

の計画であるとの誤解が生じな

いように、「第１期別海町まち・

ひと・しごと創生総合戦略」の評

価を追記いただくことを希望い

たします。 

５ 

② また具体的な人口推計を社

人研による推計と別海町独自の

推計を併記していただいていま

すが、総合戦略における施策対

象の具体性（ターゲッティング）

に鑑みますと、例えば 5 年階級

別表を男女別の数値まで記載す

ることが望ましいと愚考いたし

ます。さらに７頁にある「人口の

将来展望」に社会動態の影響の

大きさ、改善への言及がある事

を踏まえますと、社会動態も同

じ５年階級男女別の実態を記載

いただきます事を希望いたしま

す。 

巻末資料として掲載することを検討します。 総合政策課 

６ 

第３章について 

第１期の基本目標が基本的に維

持される方向が示されています

が、第１期の計画と事業が十分

な効果が得られたかの検証・評

価の記載が無いことで、基本目

標を維持する理由が分かりづら

いと感じます。第１期は KPI の

設定とPDCAサイクルの確立が謳

われていましたが、第２期が第

１期の KPI の達成度合と妥当性

を踏まえ、また第一期の PDCA サ

イクルにより策定されているこ

とが残念ながら読み解けませ

ん。 

第１期において推計された数値

より第２期においての推計が下

ぶれしている事を考えますと、

KPI がどれくらい達成された

か、KPI の設定が計画目標の達成

に適切であったか、を含めて人

口減少を食い止めるために「第

１期別海町まち・ひと・しごと創

生総合戦略」がどれくらいの効

果を生んだのかを Check（評価）
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することが Action（改善）の前

提であり、PDCA サイクルにおい

て第２期の Plan（計画）→Do（実

施）の妥当性を確保することに

つながると愚考いたします。 

① 基本目標Ⅰについて 

別海町人口ビジョンによると社

会増・減の影響が最も大きく数

字に現れているのが 15 才〜29 

才までの年代だと読み取ること

ができます。特に人口減少に大

きな影響を与えるのが、出産適

齢期世代の女性の転出だと考え

られます。合計特殊出生率（一人

の母親から生まれてくる子ども

の数）が高くても、母親そのもの

の数が少なければ出生数も減少

いたします。 

昭和６０年、平成１２年、平成２

６年の人口ピラミッドのどれを

見ても、20〜24 才女性の人口割

合が特に低くなっている事は、

これまでこの世代の女性の社会

減の改善に有効な施策が不足し

ていた事を表しています。 

この事を考えるとき、基本目標

Ⅰの中に若い女性に向けた視点

が薄いことが気になります。進

学などの理由で街を離れた若年

女性（大学・専門学校卒業後）を

呼び戻す事に特化した、魅力的

な産業育成・雇用拡大施策を盛

り込むことはできないでしょう

か。また KPI に社会減の改善が

具体的にみえる数値は盛り込め

ないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

若年女性に特化した施策ではありません

が、若年層に魅力を感じてもらえるよう、「担

い手プロジェクト事業」、「新規就農者等支援

事業」、「地域おこし協力隊推進事業」、「起業

家支援事業」「地域雇用活性化推進事業」「中

小企業担い手育成事業」及び「ＵＩＪターン

新規就業支援事業」を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業振興部 

７ 

② 基本目標Ⅱについて 

交流人口を増加させるために観

光客入込客数とその宿泊数を増

加させなければいけないという

方針には賛同いたします。これ

に対して、夏季の観光シーズン

に町内宿泊施設がスポーツ合宿

などにより不足することは、観

光入込客数や新規観光客の獲得

に少なからず影響を与えている

事を懸念いたします。もちろん

スポーツ合宿誘致やマラソン大

全ての宿泊施設を対象とした夏期におけ

る具体的な確保対策は設定していませんが、

「キャンプ場整備事業」を推進することで、

観光客及び滞在時間の増が見込まれます。 

 なお、冬期間は宿泊施設の稼働率が低いた

め冬期観光メニューを整備し、通年の稼働率

上昇に努めます。 

 また、「観光情報整備事業」を通じ宿泊施

設の紹介を深め、町内全体での利用増に努め

ます。 

商工観光課 
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会の実施が好影響を与えている

ことも無視できませんのでこの

両立に知恵を絞らねばなりませ

んが、夏期宿泊施設の確保を具

体的な施策の中に盛り込むこと

はできないでしょうか。 

８ 

③ 基本目標Ⅲについて 

「子ども・子育て支援事業計画」

に基づき各種事業を進めている

という記載がありますが、「子ど

も・子育て支援事業計画」が、ニ

ーズ調査を正確に反映したもの

になっていないことが心配で

す。 

幼児教育・保育と子育て支援の

充実は、過疎が進む島根県にお

いて「日本一の子育て村構想」を

打ち出し人口減少を食い止め子

育て世代の移住が増えている邑

南町の例にもあるように、人口

減少を食い止めるために大変重

要な施策です。 

子育て世代の移住を促進するに

は、現在町内に暮らしている子

育て世代のニーズを満たす事を

ベースとして、子育て世代の移

住に対応できる余裕と戦略が必

要となりますが、残念ながら「別

海町子ども・子育て支援計画」

は、町内アンケートによるニー

ズ調査に現れた町内ニーズより

も、今までの提供実績に基づく

実績値をベースとした記載が多

く、ニーズが実際より小さく見

積もられています。また広範な

地域を一つの提供地域と捉え

て、きめ細かい地域のニーズを

見えなくすることで、待機児童

が表面化しないように数字を調

整しているとも誤解されかねな

い記載となっています。 

子育て世代の移住者受入促進の

為に、「別海町子ども・子育て支

援計画」の充実を望みます。 

 

 

 

現在、町では、第 2 期の「子ども・子育て

支援事業計画」策定を進めており、策定にあ

たっては、町内の小学生以下児童の保護者等

を対象に調査を行い、把握した利用希望等

を、各子育て支援事業等の参考とさせていた

だいております。 

いただいた貴重なご意見につきましても、

今後の計画策定の参考とさせていただきま

す。 

福祉課 
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９ 

④ 基本目標Ⅳについて 

起業支援の一環として「新たな

保育施設の開設」を具体的な施

策に盛込む事を提案いたしま

す。 

これまで私見を述べさせていた

だきましたが、若い世代の女性

を雇用する職場確保の観点から

も、子どもを生み・育てやすい地

域の創造という観点からも、子

育て世代の移住促進という観点

からも、人口減少を食い止める

ことに一定の効果が望めると考

えます。 

また、平成２７年から始まった

「子ども・子育て支援新制度」は

多様な保育受け皿を想定してい

るので、過疎に向かう地域に小

規模な保育施設を維持しなが

ら、その施設を基点とした子育

て支援やコミュニティー活動の

充実を実現できます。さらに小

規模な保育施設は新しい園舎を

必要としない（空き家・空き店舗

などの活用を含め）為、開設に伴

う支出（イニシャルコスト）も低

く抑えられるのが特筆すべき点

だと考えます。 

ご提案いただいた内容につきましては、基

本目標Ⅲの基本的方向で、「次代を担う子ど

もが健やかに育つよう、保護者が安心して子

育てができる多面的な子育て支援施策を計

画的に推進する」と明記しており、ご意見の

ありました内容が含まれていることから、こ

の基本目標Ⅳでの記載は考えておりません。 

福祉課 

10 

第４章について 

KPI と PDCA の確立について未来

に向けた具体的な取り組みの記

載を望みます。失礼ながらこれ

まで戦略検討推進委員会が効果

的に機能したとは言い難いと思

います。総合戦略では Wi-Fi や

SNS、e-ラーニングやソサエティ

5.0 などを謳いながら、それら

を推進する委員会の会議が古い

ままでは実効性のある計画実行

を担保できません。ぜひ、KPI の

評価や PDCA サイクルの確立に

むけて、ICT や若い世代を活用

した委員会運営の具体策を記載

してくださるよう希望いたしま

す。 

 

 

まち・ひと・しごと創生総合戦略の検証に

ついては、「別海町まち・ひと・しごと創生

総合戦略検討推進委員会」の意見等をいただ

きながら改善・推進していく仕組みとなって

います。 

また、「総合戦略検討推進委員会」の構成

員につきましては、住民団体及び「産・官・

学・勤・労・言」の各団体から委員を推薦し

ていただいているところです。 

これまで以上に活発な議論が進むよう、委

員会と行政も一体となりながら進めていき

たいと考えています。 

総合政策課 
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11 

パブリックコメント（以下「パブ

コメ」）受付期間（12/6～1/8）30

日間について 

 特に年末年始を挟む期間は、

皆さんは非常に忙しい時期であ

り、この内容ボリュームからし

て意見や提言を述べるまでには

非常に時間が足りないと感じま

した。 

昨年の７次計のパブコメも同様

に感じました。 

種々事情があるものとお察しし

ますが、どちらも町全体の方向

性を問う非常に大切な案件であ

り、少しでも多くの意見等を出

して頂くためにも、今後パブコ

メ期間をより長くとって欲しい

です。 （ちなみに、もう１件使

用料・手数料見直しに係るパブ

コメは、47 日間の期間をみてい

ます。） 

町民の皆様から多くの意見をいただける

よう、パブリックコメント受付期間の設定に

ついて検討していきます。 

総合政策課 

12 

P１ 策定趣旨 中段 、ｐ14 

表下段 UIJ ターン新規就業支援

事業 

 「人口は東京への一極集中…

…」 ⇒ 「札幌圏」も併記して

はどうか？ 

札幌市では転入超過傾向が見られますが、

北海道全体では転出超過傾向であるため、こ

こでは、三大都市圏の中でも東京への大幅な

転入超過が続いている「東京への一極集中」

と記載としています。 

総合政策課 

13 

ｐ13 １数値目標 

 生乳生産額 6年度 541億円

……12％58 億円大きな伸び  

離農戸数が相当数見込まれる中

で、生産量は減少するかと思わ

れますが、営農者の規模拡大が

増加するとの予測から、この伸

びを見込んだんでしょうか？ 

 漁業総生産額 6 年後 100 億

円と 2億円増額目標 

 生産額を減額の目標にはした

くありませんが、太宗漁業であ

る秋鮭が、ここ数年原因不明の

不漁に見舞われてます。今後の

漁獲も不透明な状況下で、現状

より上向いた目標となっていま

すが、増殖事業など鮭以外の漁

獲を見込んでの数値と理解して

良いでしょうか？ 

 

【生乳生産額の目標について】 

御意見のとおり、農家戸数は減少傾向となっ

ていますが、規模拡大等により生乳生産量及

び生乳生産額も増加傾向となっており、これ

らの状況及び過去データを踏まえ、目標値の

設定をしています。 

 

【漁業生産額の目標について】 

 漁業関係者の努力や、これまで実施してき

た増殖事業により、ホタテ等、漁獲量・金額

ともに安定しており、これらの状況及び過去

データを踏まえ、目標値の設定をしていま

す。 

農政課 

水産みどり課 



8 

 

14 

ｐ15.16 （ウ）若者人材の育成

と定着の取組 

 別海高校（酪農経営科）を例に

します 

別海高校の普通科.酪農経営科

の増員を図るため、具体的な補

助など 9 事業にも及ぶ支援が行

われています。是非内容をより

充実していって欲しいです。 

 ただ出願者数は、普通科３学

級確保も予断は許さない状況。

酪農経営科に至っては、二桁人

数確保がやっとの状況です。 

 特徴として、別海高校から離

れた酪農関係施設通いしての学

習活動となっています。    

このため、ここでしか経験で

きない生徒が学習活動できる、

特徴を持った施設、生徒に魅力

ある学習が出来る施設づくりに

向け、一層研究と知恵結集し形

成していって欲しいです。 

 また 2 年前より教育振興会か

ら「別海高等学校の魅力」と題し

て情報発信されており、是非継

続していって欲しいです。 

 お隣「中標津農業高校」は、最

近も生産工程の安全性を認証す

る規格 JGAP を乳用牛･生乳で取

得し全国初という活動が新聞掲

載されたり、写真を中心とした

農業高校便りを定期的に発行さ

れ、実態が良くわかります。高校

と農業施設が一体となった強み

が発揮されてるようにみえま

す。 

町で行っている別海高等学校の教育支援

事業等につきましては、必要に応じて内容の

見直しを行いながら実施しています。 

今後も、最大の効果が発揮されるように、

別海高等学校と協議しながら支援事業等を

継続して実施していきます。 

別海高等学校では、別海町酪農研修牧場及

び町内酪農家での実習や、子牛を借受けて学

校内で飼育する等の酪農教育を行っていま

す。 

町としては、別海高等学校の特徴ある施設

づくり、魅力ある学習の実施に向けて、関係

機関及び地域と協力し、取組を行っていきま

す。 

昨年度から別海高等学校教育振興会で発

行している別海高等学校のＰＲ資料は、来年

度以降も継続して発行する予定です。 

町では、別海高等学校の魅力ある学習活動

が多くの方々に伝わるよう、今後も情報発信

に協力することとしています。 

学務課 

15 

ｐ17（エ） 地域と連携した特色

ある教育の推進 

 後段 別海型の学校教育を構

築し、……  

 表中 別海型コミュニティス

クール 

 上記 「別海型」の特徴につい

て簡略な解説を…… 

【別海型の学校教育】 

 少子高齢化、グローバル化、情報化が進む

中、本町は「ふるさと べつかいを支える教

育」と「目の前の子どもたちの未来を見据え

た教育」を柱として教育行政に取り組んでい

ます。 

『ふるさと・別海を支える教育』について

は、具体的には、少子高齢化が進み、多くの

地方自治体で人口減少への歯止めが課題と

なっている中、「地域とともにある学校づく

り」そして「学校を核とした地域活性」を目

標に進める『別海型コミュニティ・スクール』

学務課 
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の推進です。 

それとともに進めなければならないのが、

本町の将来を担う『目の前の子どもたちの未

来を見据えた教育』です。 

報道等で取り上げられている AI 等が発達

した 2030 年以降のソサエティ 5.0 の社会、

『変化が激しく予測が困難な時代』をむかえ

る中、知識の蓄積にとどまらない AI やロボ

ットがいくら発達しようともできない、人間

の強みを生かした対話力やコミュニケーシ

ョン能力を培い、他者と協働して課題解決に

あたる力等を育成する必要があります。 

その中で、学力が高く古くから主体的な対

話活動を進めている秋田県横手市を先進地

視察しそれを取り入れる授業を行ったり、読

解力向上のための読書活動や新聞を教育に

活用する教育であるＮＩＥ等を進めていま

す。 

 

【別海型コミュニティ・スクール】 

 本町型のコミュニティ・スクールとは、本

町は広大な面積に、小・中学校が対になると

ともに保育園または幼稚園が設置されてい

る特性を活かす「保育園、幼稚園、小・中学

校の連携」を図りながら、より一層「地域と

ともにある学校づくり」を推進することで

「学校を核とした地域活性」が図られると考

えます。 

 それを目標にし、本格実施から入るのでは

なく、試行期間（平成 28 年度から３グルー

プに分けて二年間）を設けて、その中で、新

しい事業のみを立ち上げるのではなく、地域

と学校の信頼関係のもと、地域の今ある仕組

みや事業を生かしながら、各地域の実情に応

じた取組を進めていくものです。 

 また、その際に土台となるのが、地域・保

護者・学校が今までどちらかと言えば方向性

がバラバラだったと言われる（地域は地域の

安定等から生徒指導面を優先する傾向、保護

者は自分の子どもを中心とした我が子主義、

学校は教育活動の中で全人格的な教育を進

める傾向にある）「地域としてめざす子ども

像」を協議、共有、設定し、連携・協力して

いきます。 
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16 

ｐ19 観光関係 

 酪農と漁業の町「大別海」をよ

り良く知ってもらう施策を！来

てもらって、観てもらって、感じ

てもらって 満喫してもらえる

施策で繋なげて欲しいです。 

 ＜道外からのお客様案内の私

案例＞ 

 釧路方面から（272 号）酪農研

修牧場（高校生も実践学習）～

（243 号）町育成牧場～パイロッ

トマラソン直線コース～国道沿

い牧場見学～別海酪農工場（乳

製品）+ 郊楽苑（休息食事温泉）

～ 

 新酪展望台 ～ 奥行公園（駅

逓、旧駅、気動車ほか）～（244

号）野付風連道立自然公園（本別

海、走古丹）～ 尾岱沼道の駅（北

方領土館）～野付半島.海を左右

に見ながら原生花園～ネイチャ

ーセンター 野付先散歩～ 中

春別 根釧パイロットファーム

昨今（資料館）～ （可能な範囲

で別海 10 景） 

本町に興味を持っていただき、より良く知

っていただくことを目的に「観光情報整備事

業」を推進します。 

商工観光課 

17 

ｐ20 中段表中 ふるさと納税

寄附件数 6 年度 5,000 件 

平成 30 年度 2,240 件、6 年後

で倍増目標、多い事は大変嬉し

い事ですが、倍増の確かな見込

みがあっての目標でしょうか？ 

初めてポータルサイトを利用した平成 29

年度は 1,277 件、平成 30 年度が 2,240 件、

令和元年度は、2,800 件程度の寄付件数を見

込んでいます。以後、各年度 600 件程度の増

を見込み目標としています。 

更にふるさと納税を通じて本町との関り

を持っていただくよう、令和 2 年度以降はポ

ータルサイトの拡充を含め、事業内容を見直

しすることを検討しています。 

総合政策課 

18 

ｐ30 評価指標 表中 ふれあ

いトーク宅配講座 

 講座数令和 6 年 50 倍増す

る素晴らしい取組に期待してい

ます。        

 「原則平日」開催と朱書きで表

示されていますが、受講者側の

事情で土日でなければ参集でき

ない場合があります。各々部所

で職員対応など種々事情がある

かと思いますが、是非土日対応

を検討頂きたいです。 

 

ふれあいトーク宅配講座の実施に係り、

様々な場所や日時での開催要望があること

は把握しておりますが、役場職員が講師とな

ることから、勤務時間内での開催としており

ます。 

 申請のあった団体に対しては、個別に日程

を調整しておりますので、まずはお電話でお

問い合わせいただければと思います。 

 今後もより多くの町民の皆さまからの質

問に答え、行政活動の理解が得られるよう講

座メニューを整備していきますので、御理解

と御協力をお願いします。 

生涯学習課 
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19 

その他 1 前年度 小中学生の未

来を考えるアンケートから 

 「別海町のことが好き」の割合

がかなり高いですが、「地元高校

進学」や「大人になっても別海町

に住みたい」の割合が非常に低

いという結果がありました。 

 「別海町が好き」が多いことは

大変嬉しいことで素晴らしいこ

とです。  

 官民こぞって夫々の立場で、

同じ目線で意見を出し合って、

良い方向へ高めていくよう活躍 

されんことを願うものです。 

今後も本町に住み続けたいと思う方が増

えるよう、町民の皆様方と行政が一体となり

共にまちづくりを進めていきたいと考えて

います。 

総合政策課 

20 

その他 2 前年、町 7次総合計画

パブコメで、「町の面積」数値を

問い合せましたが、町 HP 第一画

面の修正が未だなされていませ

んので、ご確認下さい。（町の考

え方№13 では修正した旨記載あ

り） 

トップページの町の面積を修正しました。 総務課 

 

 


